
3.3.3 計器パネル(エレクトロニコンMKIV)
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8.2

8

エレクトロニコンMKⅣの外観
2.1 各部の名称と機能
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自動運転1即

亀,

名称

絵文字自動運転

通電表示L即

図8.1

渉

絵文字電源

警報・異常工即

エレク

4

絵文字警報・異常

T

コンプレッサが自動運転中に点灯します。手動で無負荷運転を行った
場合は消灯します。

i夜晶画面

1 3

トロニコンMKⅣ

.

自動運転中を示す意味の絵文字です。

ファンクションキー

コンプレッサに通電されている場合に点灯します。
通電中を示す意味の絵文字です。

スクロールキー

異常警報、警報時に点灯します。
異常停止、非常停止時に点滅します。

タビュレータキー

警報・異常を示す意味の絵文字です。
16文字X4行の1 卵U

を表示します。

始動ボタン

機能

停止ボタン

S3

コンプレッサの制御および設定値の変更や表示の変更をするキ
す。詳細は8.2.2項をご参照ください。

非常停止ポタン

表示を切り換えるキーです。矢印方向に表示を切り換える場合や
数値の変更に使用します。
表示を選択するキーです。矢印方向の項目に移動するときに使用しま
す。右向きの矢印で示される項目だけが移動可能です。
コンプレッサを始動させるボタンです。
コンプレッサを停止させるボタンです。このボタンを押すと小
転した後、コンプレッサは停止します。

、.

。こコ_ノ

緊急時にコンプレッサを即座に停止させるスィツチです。
スィッチのノブを手前に引くと解除できます。緊急時以外にこのボタ
ンでコンプレッサを停止させないでください。故障の原因となります。
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8 2.2 ファンクションキー
選択した画面に応じて、下記の機能が害拘当てられます0
最下段(4行目)に表示されます。

画面表示

ツイカ

(F3)

モドリ

(FD

トリケシ

(F3)

迫加

サクジョ

(F3)

名称

戻り

ヘルプ

(F2)

取消

リミット

(F2)

削除

フカ

(F3)

カレンダータイマー設定時に、始動/停止コマンド等の追加を行
います。

ヘルブ

メイン

(FD

前の画面へ戻ります。

限界値

メニュー

(FD

入力した設定値を取り消します。

各機能は、液晶画面(図 8.1-4)上の

自動運転

ヘンコウ

(F2)

カレンダータイマー設定時に、始動/停止コマンド等の削除を行
います。

メイン画面表示

Prog

(FD

本機では使用しません。

機能

メニュー画面表示

リセット

(F3)

設定値の限界値を表示します。

変更

リターン

(F2)

手動無負荷運転から自動運転に切り換えます。

プログラム設定

ムフカ

(F3)

メインメニュー画面からメイン画面に戻ります。

リセット

ツギヘ

(F3)

メイン画面からメインメニュー画面を表示します。
サブメニュー画面からメインメニュー画面に戻ります。

戻る

設定範囲内で設定内容の変更を行います。

手動無負荷運転

1)

変更した設定内容を確定します。

エクストラ

異常停止、非常停止およびサービス要求をりセットします。

ーつ前の画面に戻ります。

手動操作で強制的にコンプレッサを無負荷運転にします。

モジュール形式がわかります。

匂

」
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8.3 メイン画面とメインメニュー画面

胤Ⅳは、設定と操作が容易に行えるようにメニュー方式が採用されています。

(8.21項にメニューフロー図を示します。)

メイン画面8.3.

コンプレッサに通電されると液晶画面(図 8.ト4)上にメイン画面が自動的に表示され、゛ンプ
レッサの運転状態が表示されます。以下のような画面が表示されます。

/,ー

メイン画面でスクロールキーを押すとコンプレッサの運転状態を確認することができます。詳細
は8.4項をご参照ください。
メイン画面以外の画面で4分問、キー操作を行わないとメイン画面に戻ります。また、メインメ
ニュー画面で「メイン」キー(FI)を押すとメイン画面に戻ります。

8.3.2 メインメニュー画面の名称と機能
、

コンプレッサデグチ

M p a

ジドウフカウンテン

メニユー

FI

図8

状態データメニュー
(ジョウタイデータ)

ノ

0

2

F2 F3

メイン画面の表示例

名称

灘

計担1データメニュー
(ケイソクデータ)

70

時間データメニュー
(カウント)

ムフカ

テストメニュー

(テスト)

設定変更メニュー

(パラメータヘンコウ)

コンプレッサの保護機能の状態画面を呼び出し、異常停止、非常停止を
リセットします。詳細は8.5項をご参照ください。

サービスメニュー

(サービス)

コンプレッサの運転に関する画面を呼び出します。詳細は8.6項をご参
照ください。

保存データメニュー

(ホゾンデータ)

コンプレッサの時問に関する画面を呼び出します。詳細は8.7項をご参
照ください。

液晶画面の表示テストを行います。詳細は8.8項をご参照ください。

8 3.3 メインメニュー画面の呼び出し
(D メインメニュー画面の呼び出しは、メイン画面からスタートします。
「メニュー」キー(FD を押すとメインメニュー画面が表示されます。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を所望のメニューに合わせタビュレータキー

で選択してください。

コンプレッサの制御に関する画面を呼び出します。詳細は8.9項をご参
照ください。

機能

コンプレッサのサービスに関する画面を呼び出します。詳細は8.15項
をご参照ください。

MKⅣに保存されている過去5回までの異常停止、非常停止時の運転デー
タを呼び出します。詳細は8.16項をご参照ください。

40



8.4 コンプレッサの運転状態の表示
8.4.1 機首E
下記のコンプレッサの運転状態を呼び出すことができます。

い。)

●コンプレッサの運転状態(手動運転/自動運転)
●コンプレッサの制御状態(手元制御/遠隔制御/LAN制御)
●カレンダータイマの有効/無効
●最高圧力(無負荷圧力)
●運転時間(コンプレッサモータの運転時間)
●負荷時間
●コンプレッサモータ起動回数
●通電時間
●負荷回数
●吐出圧力

●本体出口温度
●露点の状態または温度(ドライヤー体型)
●非常停止ボタンの接点状態
●遠隔起動/停止信号の接点状態
●遠隔負荷/無負荷信号の接点状態
●遠隔圧力信号の接点状態
●コンプレッサ/冷却ファンモータ用サーマルリレーの接点状態
●制御圧カハバ(P引)/制御圧カハバ2 (P醜)の接点状態

8

(8,21 項フロー図をご参照くださ

4.2 操作手順
(1)メイン画面でスクロールキーを押してください。以下のような画面が表示されます。

容

ジドウウンテン

テモトセイギョウンテン

タイマムコウ

ヘルプメニユー

1行目は、コンプレッサが自動または手動で運転していることを示します。
「ジドゥウンテン」は、自動的にコンプレッサが運転していることを示します。
「シュドゥウンテン」は、強制的にユンプレッサが無負荷運転していることを示します。
2行目は、コンプレッサが手元制御または遠隔制御で運転していることを示します。
「テモトセイギョウンテン」は、酬Ⅳ上での操作が有効であることを示します。
「エンカクセイギョウンテン」は、遠隔操作が有効であることを示します。
3行目は、カレンダータイマーによる自動運転機能が有効または無効であることを示します。
(2)更に、スクロールキーを押すと 8.4.1項の他の運転状態を呼び出すことができます。

図8

F3F2FI

3 コンプレッサの運転状態の表示例
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8.5 状態データメニュー(ジョウタイデータ)
8.5.1 機能
ユンプレッサの保護機能の状態(異常停止、異常警報、警報、サービス要求、センサーエラー)
画面を呼び出すことができます。また、異常停止、非常停止のりセットができます。

0

8.5.2 操作手順
(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「ジョウタイデータ」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで選択してください。コンプレッサの状態により以下の画面が表示され
ます。

8.5.3 コンプレッサが正常に運転している場合
警報.異常ι即は点灯し液品画面(図 8.ト4)上に、コンプレッサが正常であることを示すメッ
セージが表示されます。以下の画面が表示されます。

章

「

身 1 ●

8.5.4 異常停止のメッセージを表示している場合
警報.異常ι即が点滅し液晶画面上に、コンプレッサの異常停止を示すメッセージが表示されま
す。例えば本体出口温度が異常停止温度レベルを超えた場合は、以下のような画面が表示されます。

スベテノジョウタイ

セイジョウ

F3F2FI

図8.4 正常に運転している場合の表示例

メニユー ヘルプ

(1)実際の本体出口温度 a器で)の表示と「**」が点滅しま・す。更に、コンプレッサの異常
停止を示す「コショウ」表示と異常停止温度の設定値 a20で)が表示されます。

8.5.5 異常警報のメッセージを表示している場合
警報・異常L即が点灯し液晶画面上に、コンプレッサの異常警報を示すメッセージが表示されま
す。次のような画面が表示されます。

エレメントデグチ

゜C

コショウ

メーユー**

FI

図8.5

M a x

F2 F3

異常停止画面の表示例

1 2 2

1 20

黙りセット
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コンプレッサデグチ

M p a

*イジョウ

メーユー**

(1)メイン画面上に「**」が点滅し、「*イジョウケイホウ*」のメッセージの表示とコ
ンプレッサが「ジドウフカウンテン」または「ジドウムフカウンテン」で運転しているとい
うメッセージが交互に表示されます。
(2)「メニュー」キー(FD を押して「ジョウタイデータ」をタビュレータキーで選択すると
「ホゴ」が点滅します。
(3)スクロールキーを押して「ホゴ」をタビュレータキーで選択してください。「ケイホウ」
が点滅します。タビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。

FI

図8.6

0.70

ケイホウ*

粋ムフカ

F3F2

異常警報画面の表示例①

エレメントデグチ

゜C

ケイホウ

メーユー**

(4)実際の本体出口温度 a16で)の表示と「**」が点滅します。更に、コンプレッサの異常
警報を示す「ケイホウ」の表示と異常警報温度の設定値 aWて)が表示されます。

8.5.6 警報のメッセージを表示している場合
警報.異常ι即が点灯し液晶画面(図 8.ト4)上に、コンプレッサの警報を示すメッセージが表
示されます。以下のような画面が表示されます。

、

FI

図8.フ

M a x

F3F2

異常警報画面の表示例②

1 1 6

1 1 0

**

コンプレッサデグチ

M p a

@

ケイホウ

メーユー**

キ

FI

図8.8

0.70

F3F2

警綴画面の表示例①

」

赫ムフカ

*

43

靭



(1)メイン画面上に「**」が点滅し、「*ケイホウ*」のメッセージの表示とコンプレッサが
「ジドウフカウンテン」または「ジドウムフカウンテン」で運転しているというメッセージ

が交互に表示されます。
(2)「メニュー」キー(FD を押して「ジョウタイデータ」をタビュレータキーで選択すると
「ホゴ」が点滅します。 、

(3)スクロールキーを押して「ホゴ」をタビュレータキーで選択してください。「ケイホウ」
が点滅します。タビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。

'

倉

、

(4)実際の露点温度(17で)の表示と「**」が点滅します。
(5)実際の露点温度が警報温度の設定値以下になると警報メッセージは自動的に消えます。

8.5.フサービス要求のメッセージを表示している場合
警報・異常 LED が点灯し液晶画面(図 8.ト4)上に、コンプレッサのサービス要求を示すメッセ
ージが表示されます。以下のような画面が表示されます。

ドライヤM INシュウイオン

17゜C

ロテン

メーユー** **

FI

図8.9

遜

F3F2

警報画面の表示例②

FI F3F2

サービスヨウキュウ画面の表示例

コンプレッサデグチ

0.70M p a

*サービスヨウキュウネ

井ムフカメーユー**

(D メイン画面上に「**」が点滅し、「*サービスヨウキュウ*」のメッセージの表示とコ
ンプレッサが「ジドウフカウンテン」または「ジドウムフカウンテン」で運転しているとい
うメッセージが交亙に表示されます。
(2)「メニュー」キー(FD 押して「ジョウタイデータ」をタビュレータキーで選択すると「サ
ビス」が点滅します。

(3)スクロールキーを押して「サービス」をタビュレータキーで選択してください。「プラン」
.

が点滅します。タビュレータキーで選択してください。要求されたサービスプランが確認で
きます。

図 8.1 0

44



8.5.8 センサエラーのメッセージを表示している場合
液晶画面(図 8.トの上にはコンプレッサのセンサエラーを示すメッセージが表示されます。
報・異常琵Dは点灯しません。以下のような画面が表示されます。

コンプレッサデグチ

M p a

(1)メイン画面上に「**」が点滅し、「*センサエラー*」のメッセージの表示とコンプレ

ツサが「ジドウフカウンテン」または「ジドウムフカウンテン」で運転しているというメッ
セージが交互に表示されます。

(2)吐出圧力が「*ネ粋*」表示となり吐出圧カセンサに異常があることが確認できます。

センサエラー*

メーユーネネ

趣

8

図8

5.9 異常停止のりセット方法
(1)漏電遮断器(建物側スイッチ)を切り、コンプレッサを点検してください。

(2)不具合処置が完了後、漏電遮断器(建物側スイッチ)を入れて、状態データメニュー画面
を呼び出して「りセット」キー(F3)を押してください。

(3)次に「メイン」キー(FD でメインディスプレイに戻ります。始動ボタンを押してコンプ
レッサを再始動してください。

FI

11

F2 F3

センサエラー画面の表示例

*****

8

粋ムフカ

*

5.10 コンプレッサ/冷却ファンモータ用サーマルリレーのりセット方法
(1)漏電遮断器(建物側スイッチ)を切り、コンプレッサを点検してください。

(2)不具合処置が完了後、コンプレッサモータ用サーマルリレーがトリップした場合は、手動
でりセットボタン(青色)を押してください。
冷却ファンモータ用ブレーカがトリップした場合は、手動でスイッチ(黒色)をONにして
ください。

(3)漏電遮断器(建物側スイッチ)を入れてください。始動ボタンを押してコンプレッサを再
始動してください。

0

8 5.11 非常停止ボタンのりセット方法
(1)非常停止ボタンのノブを手前に引いて、非常停止ボタンを通常の位置に戻します。

(2) MKⅣの「メニュー」キー(FD を押し、状態データメニュー画面を呼び出して「りセット」
キーを押してください。

(3)次に「メイン」キー(FD でメインディスプレイに戻ります。そして始動ボタンを押して
コンプレッサを再始動してください。

■■■

■非常停止のりセットは、非常停止ボタンを通常の位置に戻さないとりセットできません。

W
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8.6 計測データメニュー(ケイソクデータ)

8.6.1 機能
下記の計測データを呼び出すことができます。

●吐出圧力(コンプレッサデグチ)
●本体出口温度(エレメントデグチ):異常停止設定温度、異常警報設定温度 、

●露点の状態または温度(ドライヤMINシュウイオン):凍結保護設定温度
●非常停止ボタンの接点状態(キンキュウテイシ)
●遠隔起動/停止の接点状態(りモートキドウ/テイシ)
●遠隔負荷/無負荷の接点状態(りモートフカ/ムフカ)
●遠隔圧力信号の接点状態(りモートアツリョクシンゴウ)
●コンプレッサ/冷却ファンモータ用サーマルリレーの接点状態
(メイン/ファンモータカフカ)

●圧力制御ハバ(PBD /圧力制御ハバ2 (PB2)の設定状態(PB 1カイ/PB2へイ)

8.6.2 操作手順
(D メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「ケイソクデータ」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。命

畢

遜

(4)実際のコンプレッサ出口圧力(0.70Mpa)が表示されます'

(5)更に、スクロールキーを押すと8.6.1項の他の計測データを呼び出すことができます。

8.7時問データメニュー(カウンタ)

8.フ.1 機能

下記の時間データを呼び出すことができます。
●運転時問(ウンテンジカン)

●負荷時問(フカジカン)
●モータ起動回数(モータキドウカイスウ)

●通電時問(レギュレータシヨウジカン)
●負荷回数(フカカイスウ)

8.フ.2 操作手順

(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「カウンタ」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで選択してください。次のような画面が表示されます。

コンプレッサデグチ

M P・ a

メニユー

FI

図8.12

0.70

F2 F3

計測データの表示例



ウンテンジカン

h r s

( 4 )

( 5 )

8.8

8

実際のコンプレッサの運転時間(幻0伽rs)が表示されます。
更に、スクロールキーを押すと8.フ.1項の他の時間データを表示することができます。

テストメニュー(テスト)

8.1 機能
(1)液晶画面(図8.ト4)と各ι即の表示テストを行います。
(2)安全弁の作動テストを行います。(本機では使用しません)

メニユー

FI

図 8.1 3

8 8.2 操作手順
(D メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。

(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「テスト」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで選択してください。「ヒョウジテスト」が表示されます。
(4)タビュレータキーで「ヒョウジテスト」を選択してください。

(5)表示テストが開始されます。表示テスト中は、液晶画面に連続パターンが表示され、同時
に各ι即が点灯します。異常がないかご確認ください。

2100

F3F2

時間データの表示例

8.9 設定変更メニュー(パラメータヘンコウ)

8.9.1 機能

下記の項目を設定することができます。

●制御の設定(パラメータ):8.10項参照
●保護機能の設定(ホゴ):8.11項参照
●サービスプランの設定(サービスプラン):8.12項参照
●カレンダータイマーの設定(トケイキノウ):8.13項参照
●システム構成の設定(システムコウセイ):8. M項参照

8.1

8

0

0 制御の設定(パラメータ)

1 0.1 機能
このメニューにより、下記の項目を設定することができます。
●負荷圧力(フカアツリョク)
●無負荷圧力(ムフカアツリョク)
●負荷圧力2 (フカアツリョク2)
●無負荷圧力2 (ムフカアツリョク2)

●コンプレッサモータのスター時間(スタージカン)
●負荷遅延時問(フカチエン)

●1日当たりのコンプレッサモータの発停回数制限(キドウカイスウ/Day)
●最小停止時間(サイショウテイシジカン):コンプレッサモータが停止状態を維持する時問
●プログラム停止時間(プログラムテイシジカン)

●電力回復時問(デンリョクカイフクジカン):自動再起動機能が有効の場合のみ表示
●再起動遅延時問(サイキドウチエン):自動再起動機能が有効の場合のみ表示

乢

47
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8

●コミュニケーションタイムアウト:1AN制御モードを選択した場合のみ有効

10.2 操作手順
(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンロウ」に合わせてくださ
い。

(3)タビュレータキーで選択してください。以下の画面が表示されます。

U

パラメータヘンコウ

ホゴ

サービスプラン

メニユー

(4)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を変更させたい項目に合わせてください。た
とえば「パラメータ」をタビュレータキーで選択すると以下のような画面が表示されます。

図8

FI

14

F2 F3

制御の設定メニューの表示例

U

ー^

8.10.3 負荷および無負荷圧力の変更
(D 制御圧カハバ

異なる負荷圧力、無負荷圧力を持つ、 2種類の制御圧カハバ(ノソゞ1/ハバ2)を設定する
ことができます。圧力制御ハバ1(ノ>ゞD に対する設定は、「フカアツリョク」および「ム
フカアツリョク」として表示されます。圧力制御ハバ2 Uソゞ2)に対する設定は、「フカ
アツリョク2」および「ムフカアツリョク2」として表示されます。

(2)制御圧カハバ表示例
仰上ハバ1 (PB I)の場合
●フカアツリョク 64Mpa

●ムフカアツリョク 70Mpa

ハバ2 (PB 2)の場合
」

●フカアツリョク2 54Mpa

6 0Mpa●ムフカアツリョク2

8.1 0.3.1 操作手1順
(D 8.10.2項の要領で負荷圧力(フカアツリョク)の設定項目を選択し次のような画面を呼

び出してください。

フカアツリョク

M p a

メニユー

FI

図8.15

ヘンコウ

0

F3F2

制御の設定の表示例

64

48

住
住
住
住



フカアツリョク

M p a

(2)現在の負荷圧力の設定値(0.64Mpa)が表示されています。この設定値を変更する場合
は、「ヘンコウ」キー(F2)を押してください。以下のような画面が表示されます。

メニユー

図8

FI

16

ヘンコウ

F2 F3

制御圧力の変更の表示例①

0.64

(3)「りミット」キー(F2)で設定値の限界を表示させることができます。スクロールキー
で数値を変更してください。

(4)「セッテイ」キー(FD で新しい設定値を設定するか、あるいは、「トリケシ」キー(F3)
を押して変更作業を中止することができます。

(5)無負荷圧力の変更も上記手順で行います。
(6)負荷圧力2、無負荷圧力2 (ノソゞ2)の変更も上記手順で行います。ハバ1/ハバ2の
選択方法は、 8.14.3 項をご参照ください。

(フ) 8.10.1項の他項目の変更も上記手順で行います。

8.11 保護機能の設定(ホゴ)

8.11.1 機能
下記の項目を設定および確認することができます。
●本体出口異常停止温度(コショウ)
●本体出口異常警報温度(ケイホウ)

●モータのサーマルリレーの接点状態など確認します。(8.21項フロー図をご参照ください。)

8.11.2 操作手順
(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。
(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「ホゴ」に合わせてください。タビュレー

タキーで選択しスクロールキーを押すと次のような画面が表示されます。

フカアツリョク

M p a

セッテイ

図8

FI

17

F2 F3

制御圧力の変更の表示例②

リミット

0 64

↓

トリケシ

49



リミット

(4)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を変更する項目に合わせてください。

8.11.3 本体出口温度の設定変更
本体出口温度の異常停止温度・異常警報温度の設定値を変更します。
8.1 1.3.1 操作手1煩
(D 8.Ⅱ.2項の要領で図 8.18 の画面を呼ぴ出しタビュレータキーで選択してください。以
下のような画面が表示されます。

エレメントデグチ

゜C

滞

94

メニユー

FI

図8.18

F2 F3

保護機能の設定の表示例

94→

↓

トリケシ

ト 1 璽

ι

エレメントデグチ

゜C

コショウ

モドリ

(2)現在の本体出口温度四4て)
この設定値を変更する場合は、
表示されます。

、

図 8.1 9

F3F2FI
」

本体出口温度の設定値変更の表示例②

F3F2FI

本体出口温度の設定値変更の表示例①

50

M a x

ヘンコウ

94→

120↓

と異常停止温度の設定値 U20で)が表示されています。
「ヘンコウ」キー(F2)を押してください。以下の画面が

エレメントデグチ

゜C

(3)「りミット」キー(F2)で設定値の限界を表示させることができます。スクロールキー

で数値を変更してください。
(4)「セッテイ」キー(FD で新しい設定値を設定するか、あるいは、「トリケシ」キー(F3)

図8.2 0

セッテイ



を押して変更作業を中止することができます。
(5)異常警報温度の設定値の変更も上記手順で行います。

(6)図 8.19 の画面でタビュレータキーを押すと異常警報温度を変更する画面を呼び出しま
す。以下の画面が表示されます。

(フ)現在の本体出口温度四4て)と異常警報の設定値 al0て)が表示されています。この
設定値を変更する場合は、「ヘンコウ」キー(F2)を押してください。

8.12 サービスプランの設定(サービスプラン)
8.1 2.1 機育を

サーピスプランで実行されるサービス作業は、サービスプランA, B, C, Dグループに分けら
れます。各サービスプランの点検期間を設定することができます。

エレメントデグチ

゜C

ケイホウ

メニユー

ユ

図8.2 1

FI

Ma x

ヘンコウ

F2 F3

本体出口温度の設定値の表示例③

.一舌■

皿サービスプランの設定時間を工場出荷時の設定値以上の設定値に設定しないでください。

94→

110↓

8 12.2 操作手順

(1)メイン画面から「メニュー」キー(F2)を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ』に厶わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。
(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「サービスプラン」に合わせてください。
タビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。

、

サービスジカン

ウンテンジカン

h r s

メニユー

(4)現在の運転時間(213仙rs)が表示されています。更に、タビュレータキーで選択すると次
のような画面が表示されます。

図8.2 2

FI F2 F3

サービスプランの設定の表示例①

2 1 30 ↓

ー^
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(5)サービスプランAの点検期間(40oohTS)が表示されています。
(6)この設定値を変更する場合は、「ヘンコウ」キー(F2)を押してください。「りミット」
キーで設定値の限界を表示させることができます。スクロールキーで数値を変更してくださ
い。

(フ)「セッティ」キ←(FD を押して新しい設定値を設定するか、あるいは、 rトリケシ」キ
(F3)を押して変更作業を中止することができます。

(8)サービスプランB, C, Dの変更も上記手順で行います。

8.13 カレンダータイマーの設定(トケイキノウ)

8.1 3.1 機能
下記の項目を設定することができます。
●コンプレッサのカレンダータイマーによる始動/停止ロマンドの設定。
●コンプレッサの圧カハバコマンドの設定。

8.13.2 コマンドを設定する操作手順
例えば、コンプレッサを下記のように設定します。
●月曜日の06:15にコンプレッサを起動し制御圧カハバを圧カハバ1に設定する。
●金曜日の18:00にコンプレッサ制御圧カハパを圧カハバ2に変更する。
●士曜日の18:00にコンプレッサを停止する。
(D メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。

(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「トケイキノウ」に合わせてください。タ
ビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。

サービスジカン

レベル

h r s

メニユー

.

図8.2 3

FI

トリケシ

F3F2

サービスプランの設定の表示例②

ヘンコウ

A→

4000↓

垂
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トケイキノウ

ムコウ

(4)更に、タビュレータキーで選択すると次のような画面が表示されます。

図8.24

メニユー

F2 F3FI

カレンダータイマーの設定の表示例①

ヘンコウ

ー^

.

」
ー
ー
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ゲツヨウビ

カヨウビ

スイヨウビ

メニユー

(5)スクロールキーを押して右向きの矢印(→)をロマンドの設定する曜日に合わせてくだ
い。タビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。

図 8.2 5

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例②

,^

トリケシ

(6)「ヘンコウ」キー(F2)を押してください。最初の「ーー」が点滅します。スクロールキー
で「06」を入力してください。タビュレータキーで選択して次の「ーー」に進んでください。
スクロールキーで「15」を入力してください。タビュレータキーで選択して次の「ーーーーーー」
に進んでください。スクロールキーで「キドウ」を入力してください。「セッテイ」キー(FD
を押して「06:15 キドウ」のコマンドを設定してください。

一→・

図8.26

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例③

06:15

(フ)スクロールキーを押して右向きの矢印'(→)を2行目に合わせてください。「ヘンコウ」
キー(F2)を押してください。上記と同様に2行目を「0 6:15 ハバ1」のコマンドに

設定してください。

(8)「メニュー」キー(FD を押して図8,25の画面に戻ります。スクロールキーを押して右向
きの矢印(→)を「キンヨウビ」に合わせてください。次のような画面が表示されます。

図8 27

キドウ

メニユー

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例④

ヘンコウ

一→

↓

トリケシ

53



モクヨウビ

キンヨウビ

ドヨウビ

メニユー

(9)タビュレータキーで選択し、前項伺様に「18:00に圧カハバ2に切り替わる」ように
設定してください。

(FD を押して図8.25の画面に戻ります。スクロールキーを押して右(1 0)「メニュー」
向きの矢印(→)を「ドヨウビ」に合わせてください。タビュレータキーで選択してくださ
い。前項同様に「18:00に停止する」ように設定してください。

13.3 カレンダータイマーの有効/無効の操作手1順
(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」・に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。
(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「トケイキノウ」に合わせてください。タ
ビュレータキーで選択してください。以下の画面が表示されます。

図8.28

8

喜

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例⑤

54

トリケシ

』→

島 章

トケイキノウ

ムコウ

( 4 )

( 5 )

( 6 )

「ヘンコウ」キー(F2)を押すと「ムコウ」が点滅します。
スクロールキーを押すと「ムロウ」と「ユウコウ」が交互に切り換わります。
「セッティ」キー(FD を押してカレンダータイマーの有効/無効を設定してください。

図8.2 9

メニユー

■カレンダータイマーのコマンドは、時間経過の順序通りに設定してください。

F2 F3FI

カレンダータイマーの設定の表示例⑥

ヘンコウ

■カレンダータイマーが無効の場合は、設定したコマンドは実行されません。

一→

トリケシ

.岬■■■

...冒■
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カレンダータイマーによる自動運転を行う場合は、下記の点に注意して、安全に運転できるよう
に十分配慮の上ご使用ください。
■手動操作にて停止した場合でもカレンダータイマーは作動しているため、指定した時間に自動
的にコンプレッサが起動します。
匡コンプレッサの点検.修理を行う場合は、コンプレッサを停止させ、必ず、漏電遮断布(建物
側スィッチ)を切り非常停止ポタンを押してから作業を行ってください。
皿カレンダータイマーの機能を有効にしていることを記載した注意銘板(付属品)をコンプレツ
サに貼り付けて、操作者に注意を喚起してください。

8.13.4 コマンドを変更する操作手順
コンプレッサを士曜日の18:00に停止させるコマンドを17:00に変更する場合。
(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。
(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「トケイキノウ」に合わせてください。タ
ビュレータキーで選択してください。図8.24の画面が表示されます。
(4)更に、タビュレータキーで選択すると図8.25の画面が表示されます。
(5)スクロールキーを押して右向きの矢印(→)をコマンドの変更する士曜日に合わせタビユ
レータキーで選択してください。

(田「ヘンコウ」キー(F2)を押すと最初の2桁が点滅します。変更したいコマンドまでタビ
ユレータキーで移動させます。この例では、最初の「18」を「17」に変更します。
(フ)「セッティ」キー(FD を押して新しい設定値を設定してください。

..■■■

8.13.5 コマンドを追加する操作手順
伊」1.現在のりストの終わりにコマンドを追加する。
月曜日のりストにコンプレッサを18:00に停止させるコマンドを追加する場合。
(D メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。
(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「トケイキノウ」に合わせてください。タ
ビュレータキーで選択してください。図8.24の画面が表示されます。
(4)更に、タビュレータキーで選択すると図8.25の画面が表示されます。
(5)スクロールキーを押して右向きの矢印(→)をコマンドの変更する月曜日に合わせタビユ
レータキーで選択してください。

(田スクロールキーを押して右向きの矢印(→)を何も設定されていないコマンド行に合わせ
てください。以下のような画面が表示されます。

06:15

^'^^

図 8.3 0

キドウ

メニユー

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例⑦

ヘンコウ

↓

トリケシ

ー^
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(フ)「ヘンコウ」キー(F2)を押すと最初の2桁が点滅します。この例では、最初の「ーー」が
点滅します。スクロールキーで「18」を入力してください。タビュレータキーで選択して
次の「ーー」に進んでスクロールキーで「00」を入力してください。タビュレータキーで選
択して次の「ーーーーーー」に進んでください。スクロールキーで「ティシ」を入力してください。
「セッティ」キーを押して「18:00 ティシ」のコマンドを設定してください。以下の
ような画面が表示されます。

'

、

06:15

18:00

例2.現在のりストとりストの闇にコマンドを追加する。
月曜日のりストに17:00にコンプレッサの制御圧カハバをハバ2に変更するコマンドを追
加する場合。

(D メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンロウ」を選択してください。
(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「トケイキノウ」に合わせてください。タ
ビュレータキーで選択してください。図8.24の画面が表示されます。

(4)更に、タビュレータキーで選択すると図8.25 の画面が表示されます。
(5)スクロールキーを押して右向きの矢印(→)をコマンドの変更する月曜日に合わせタビュ
レータキーで選択してください。
(6)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を新しいロマンドを入力する部分のコマンド
(この例では18:00 ティシ)に合わせ「ヘンロウ」キーを押してください。

図8.3 1

キドウ

テイシ

メニユー

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例⑧

'

ヘンコウ

!"

トリケシ

ー^

トリケシ

ー^

」

(フ)このロマンドを新しいコマンドに変更し(この例では17:00 ハバ2)「セッティ」
キーを押してください。スクロールキーを押してりストの最終コマンド(この例では18:
00 テイシ)を追加し、「セッテイ」キー(F2)を押してください。次のような画面が表
示されます。
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図8' 32

キドウ

テイシ

メニユー

F3F2FI

カレンダータイマーの設定の表示例⑨

ヘンコウ
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■りストの最終コマンドの後に最終コマンド時間より前となる新しいコマンドを設定すること

06:15

17:00

18:00

メニユー

はできません

図 8.3 3

8.13.6 コマンドを削除する操作手順

(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。

(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「トケイキノウ」に合わせてください。タ
ビュレータキーで選択してください。図8.24の画面が表示されます。

●すべてのコマンドを削除する場合。

(1)図8.24の画面の「トリケシ」キー(F3)を押してください。削除を確認するメッセージが
表示されます。

●特定の曜日に関係するすべてのコマンドを削除する場合。

(1)図8.25の画面から削除したい曜日を横向きの矢印(→)に合わせてください。
(2)「トリケシ」キー(F3)を押してください。削除を確認するメッセージが表示されます。
●特定のコマンド行を削除する場合。

(1)図8.27の画面から削除したいコマンド行を横向きの矢印(→)に合わせてください。
(2)「トリケシ」キー(F3)を押してください。削除を確認するメッセージが表示されます。

8.14 システム構成の設定(システムコウセイ)
8.1 4.1 機能
このメニューにより、以下の項目を設定することができます。
●時間・日付(ジカン・ヒヅケ)
●日付表示年/月/日(ヒヅケヒョウジ)
●使用言語(シヨウゲンゴ)
●圧力単位(アツリョクタンイ)
●温度単位(オンドタンイ)

●振動単位(シンドウタンイ):本機では使用しません。
●レベル単位(レベルタンイ):本機では使用しません。

●使用圧カハバ(シヨウアツリョクノソゞ):制御圧カハバを切替えます(ノソゞ1/ハバ2)
●起動方式(キドウホウシキ) 」

●コンプレッサ制御モード(コンプコントロールモード)
●自動再起動の有効/無効(ジドウサイキドウ)
●露点の表示切り替え(ロテン):露点の状態/温度を切り替えます。

●パスワードの有効/無効(パスワード):パスワードを設定しパラメータ変更を制限する。
●Node lD

●台数制御の有効/無効(ダイスウセイギョ)

キドウ

ノ、バ2

テイシ

ヘンコウ

FI F2 F3

カレンダータイマーの設定の表示例⑩

トリケシ

ー^
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8

●遠隔圧カハバ選択の有効/無効:遠隔で制御圧力を切換える場合は、有効にします。

14.2 操作手順
(1)メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押し横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してくだい。
(4)スクロールキーを押し横向きの矢印(→)を「システムコウセイ」に合わせてください。
タビュレータキーで選択してください。以下の画面が表示されます。

、

,

、

(5)現在の時間(10:54)が表示されています。
(田スクロールキーを押すと8,14.1項の他の運転状態を呼ぴ出すことができます。
(フ)時問を変更する場合は、「ヘンコウ」キー(F2)を押してください。変更しない場合は「メ
ニュー」キー(FD を押してください。
(8)「ヘンコウ」キー(F3)を押すと2行目の最初2桁 a のが点滅します。スクロールキ
ーを押して時間を変更してください。続いてタビュレータキーで選択して次の桁(54)に
進みます。スクロールキーを押して時間を変更してください。

(9)「セッティ」キー(FD を押して新しい設定値を設定するか、あるいは、「トリケシ」キ
(F3)を押して変更作業を中止することができます。

(10) 8.14.1項の他項目の変更手順も上記方法で行います。

8.1 4.3 使用圧カハバ(シヨウアツリョクノVゞ)

8.14.3.1 使用圧カハバの選択操作手順
住)メイン画面から「メニュー」キー(FD 押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押し横向きの矢印(→)を「パラメータヘンロウ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください。

(3)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「システムコウセイ」に合わせてくださ
い。タビュレータキーで選択してください。スクロールキーを押して以下の画面を呼び

出してください。

ジカン

1 0:54

FI

図8.34

メニユー

P

ヘンコウ

F3F2

システムコウセイの表示例

゛
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▲

シヨウアツリョク

アツリョクハバ1

メニユー

FI

図8.3 5

ノ、ノ气

」

ヘンコウ

F3F2

使用圧カハバの設定の表示例



現在の使用圧カハバがノソゞ1に設定されていることが表示されています0
変更しない制御モードを変更する場合は、「ヘンコウ」キー(兜)を押してください0

場合は「メニュー」キー(F3)を押してください。
「ヘンコウ」キー(F2)を押すと2行目が点滅します。スクロールキーを押して制御圧
カハバを変更してください。

あるいは、「トリ「セッティ」キー(FD を押して新しい制御圧カハバを設定するか、
ケシ」キー(F3)を押して変更作業を中止することができます0

4.4 コンプレッサ制御モード(コンプコントロールモード)8.1

14.4.1 コンプレッサ制御モードの種類8

コンプレッサの制御モードは以下のモードがあります0
(1)手元制御運転(テモトセイギョウンテン)
始動/停止および負荷/無負荷運転操作がMKⅣの操作ボタンで行える状態を示します0
カレンダータイマーは使用可有副犬態です。
(2)遠隔制御運転(エンカクセイギヨウンテン)
遠礪操作により始動/停止および負荷/無負荷運転操作行える状態を示します0 非吊停
止ポタンおよびカレンダータイマーは使用可能状態です0
(3) 1AN制御運転(LANセイギョウンテン)
IAN(ローカルエリアネットワーク)よりコンプレッサの制御力新テえる状態を示します0

4.2操作手順、8.14

メイン画面から「メニュー」キーを押してメインメニュー画面を表示してください0(D

スクロールキーを押し横向きの矢印(→)を「パラメータヘンコウ」に口わせてくださ( 2 )

い。タビュレータキーで「パラメータヘンコウ」を選択してください0
スクロールキーを押し横向きの矢印(→)を「システムコウセイ」に合わせてください0( 3 )

タピュレータキーで選択してください。スクロールキーを押して以下の画面を呼び出し
てください。

59

コンプレッサコントロールモード↑

テモトセイギョウンテン

F3F2FI

図8.36 コンプレッサ制御モードの設定の表示例

(4)現在の制御モードが手元制御運転に設定されていることが表示されています0
(5)制御モードを変更する場合は、「ヘンコウ」キー(F2)を押してください0 父更しない
場合は「メニュー」キー(FD を押してください。
(田「ヘンコウ」キー(F2)を押すと2行目が点滅します。スクロールキーを押してコンプ
レッサ制御モードを変更してくださ松。

あるい「セッティ」キー(FD を押して新しいコンプレッサ制御モードを二又定するか、(フ)

は、「トリケシ」キー(F3)を押して変更作業を中止することができます0

メニユー ヘンコウ

.
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8 5 サービスメニュー(サービス)

1 5,1 機育E
(1)実施しているサービスプランをりセットします。
(2)次に実施するサービスプランおよび過去に実施したサービスプランを表示します。

15.2 サービスプラン
(1)各サービスプランにサービスプラン内容については、第9章をご参照ください。
(2)各サービスプランの点検期間を変更する場合は8.12項をご参照ください。
(3)各サービスプランが点検期間に達するとメイン画面にメッセージが表示されます。8.5.6
項をご参照ください。
(4)各サービスプランの点検期間は8.19項をご参照ください。

15.3 操作手順
(D メイン画面から「メニュー」キー(FD を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「サービス」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで「サービス」を選択してください。以下のような画面を表示されます。

8

8

、,

通

サービスジカン

ウンテンジカン

h r s

メニユー

(4)コンプレッサの運転時間(7971hrs)が表示されています。
(5)タビュレータキーで選択してください。以下のような画面が表示されます。

図8

FI

37

F3F2

サービスプランの表示例①

7971↓

・^

ジカイノジカン

レベル A B

h r s

モド 1/

(田次回の実施されるサービスプランがA、 Bであり、これらのサービスプランが80ooh玲に
ι

実施されることが表示されています。

(フ)コンプレッサの運転時問が80oohrS を超えサービス要求を促すメッセージが表示された場
合は、次のような画面が表示されます。

FI

図8,38

F2 F3

サービスプランの表示例②
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*サービスヨウキュウ*

レベル A B

h r s

モドリ

(8)スクロールキーを押すと過去に実施されたサービスプランが表示されます。以下のような
画面が表示されます。

FI

図 8.3 9

F3F2

サービスプランの表示例③

8000↓

リセット

・^

イゼンノジカン

レベル A

h r s

(9)サービスプランAが運転時間如08hrS に実施されたことが示されています。
a o)コンプレッサを停止させ、漏電遮断器(建物側スィッチ)を切って該当するサービスプ
ランを実施してください。
a l)各サービスプランの実施後、漏電遮断器(建物側スィッチ)を投入し、図8.39の画面を
表示させてください。 nJセット」キー(F3)を押してりセットしてください。

FI

図 8.40

■次回の点検時間に到達する時だけ「りセット」キー(F3)は表示されます。(サービスプラン
の点検時間までの時問が400運転時間になったときから)
■図8.37の状態でスクロールキーを押すと耐用寿命が表示されます。:本機では使用しません。

F3F2

サービスプランの表示例④

8.16 保存データメニュー(ホゾンデータ)
8.1 6.1 機能
エレクトロニコン MKⅣが保存している過去5回までの異常停止・非常停止時のコンプレッサの
運転データを呼び出します。

8.1 6.2 操作手1順 」

(D メイン画面から「メニュー」キー(F3)を押してメインメニュー画面を表示してください。
(2)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を「ホゾンデータ」に合わせてください。
(3)タビュレータキーで「ホゾンデータ」を選択してください。次の画面を表示されます。

4008
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(4)過去の異常停止または非常停止時のりストが表示されます。
(5)スクロールキーを押して横向きの矢印(→)を呼び出したい項目に合わせてください。
(田タビュレータキーで選択し前回の異常停止または非常停止が発生した時点の日付、時刻、
およびコンプレッサの運転データを表示させてください。

1フコンプレッサの遠隔操作手順
(1)コンプレッサ制御モードを遠隔制御運転(エンカクセイギョウンテン)に設定します。8.14.4
項を参照してください。
(2)自己保持型のスィッチを始動器セットの端子台(図 4.フ-1×6)の 30-33 との問に接続してく
ださい。スィッチの接点が閉じると始動、スィッチの接点が開くと30秒間無負荷運転して停止
します。

(3)遠隔負荷/無負荷切換スイッチを設ける場合は、端子台(図 4.フ-1×6)の 30-34 との間にに
自己保持型スィッチを接続してください。スイッチの接点が閉じると負荷運転(自動運転)し、
スイッチの接点が開くと無負荷運転を行います。

ラストシャットダウン1

ラストシャットダウン2

ラストシャットダウン3

メニユー

k, 8

図8

FI

41

、

F2 F3

保存データメニューの表示例

一→、

島

亜遠隔操作を有効にした場合は、手元操作(嵐Ⅳの始動/停止ボタン)によるニンプレッサの制
御はできません。
■遠隔負荷/無負荷切換スィッチを設けない場合は、必ず、端子台(図4,フ-1×6)の30-34を短
絡してください。短絡しないとコンプレッサは自動運転を行いません。

通 8 18 コンプレッサの遠隔制御圧カハバ切換え操作手順
(D 遠隔圧カハバ選択(アッリョクハバセンタク)を有効に設定します。8.14.3項をご参照くだ
さい。

(2)計器パネルの制御圧力切換えスィッチにより制御圧力をハバ1/ハバ2に切換えます。

19 コンプレッサの外部信号出力の名称と機能(4.7項電気回路図をご参照ください)8
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手動運転中出力

自動運転中出力

名称

異常警報一括出力

異常停止一括出力

■コンプレッサに電源が入っていない場合は、異常警報およぴ異常停止一括出力の接点は閉じて
います。電源が入った後、接点は開き、異常警報・警報および異常停止発生時に閉となります。

端子番号

2× 12

2 × 12

2 × 12

2×12

配線

2-3

2-1

5-6

接

8-9

a接点

. a1妾点

占
J,、、

a接,点

、、

a接,点

手動無負荷運転している場合。

自動運転している場合。

警報状態が発生している場合。

異常停止状態が発生している場合。

出力条件



8.20

8.2

エレクトロニコンMKⅣ設定値一覧表

0.1 制御関連設定値

スター運転時間

負荷遅延時間
モータの始動回数

最小停止時間注(1)

プログラム停止時間

設定項目

電力回復時間注⑥

再起動遅延時間注⑤
コミュニケーション時問注(4)

ドライヤ

なし型

単位

ドライヤ

一体型

秒

標準(0.7Mpa)

回/一日

高圧(1.OMpa)

ドライヤ

なし型

高圧(13Mpa)

最小値

標準(0.7Mpa)

秒

高圧(1.OMpa)

5

ドライヤ

一体型

高圧(13Mpa)

8.20.2

0

設定値

工場出荷時

標準(0,7Mpa)

0

高圧住.OMpe)

0

高圧(1.3Mpa)

本体出口温度異常警報注③

標準(0.7Mpa)

本体出口温度異常停止注③

10

Mpa

10

高圧(1.OMpa)

保護機能関連設定値

ドライヤ

一体型

0

0

高圧(13Mpa)

240

10

最大値

0.45

20

設定項目

0.45

30

0.45

8.20.3

10

10

露点温度警報

0.45

Mpa

10

0

凍結保護温度

注②0.フ

0.45

240

30

0.45

サービスプランA (運転時問)

30

0.95

0.4

サービスプランB (運転時問)

3600

サービス関連設定値

1.25

0.4

サービスプランC (運転時間)

1200

0.フ

0.4

サービスプランD (運転時問)

0.95

0.4

設定項目

60

注(2)0.64

※A, B, C, Dの各内容は、第9章定期点検基準をご参照ください。

1念5

0.75

0,4

単位

0.4

1.0

0.89

13

1.19

0.73

て

0.64

0,98

最小値

0.89

1.28

て

1.19

0.70

0.95

50

111

125

設定値

工場出荷時

単位

本体吐出温度と露点温度により警報

0.68

0.93

時問

Mpa

1.23

最小値

110

120

0

最大値

0

設定値

工場出荷時

1

0

119

」

0

120

4000

8000

12000

24000

最大値

100000

63

釦

100000

100000

100000

.

無
負
荷
圧
力

負
荷
圧
力


